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附属図書館研究開発室

氏名 専門領域 所属・職名 研究開発課題 図書館サービスへの発展性

兼任室員 石川　寛 日本史学
人文学研究科

准教授

・高木家文書の文化庁調査に向けた整理作業および修
理事業
・高木家文書の補遺および東高木家治水文書の調査・
整理
・木曽三川流域の歴史資料を中心としたコンテンツ開発
と地域連携強化

・目録の刊行およびデジタルライブラリーへの登録等による
高木家文書の利用環境の整備と充実。
・周辺自治体と連携した地域資料の整理を通じて、木曽三川
流域の歴史資料の所在情報の共有化を推進。

兼任室員 斎藤　夏来 日本史学
人文学研究科

教授

（１）高木家の信仰生活について
　高木家の信仰生活を的確に位置づけるために、ひき
つづき中世・近世の武士たちの信仰史に関する検討を
継続する。あわせて、関連する附属図書館所蔵高木家
文書の翻刻作業を進める。

（２）野間家文書に関連して
　附属図書館所蔵尾張藩医野間家文書と、知多大仙寺
伝来文書との関係に関わる論考を練り直す。

（１）（２）とも、附属図書館所蔵史資料の学術的価値を明ら
かにし、さらに高める試みである。

兼任室員 頼　　偉寧 認知科学
教養教育院
特任准教授

Continuation of the development of the teaching
materials for the library workshops on logical thinking
skills for academic writing.

I have been providing regular workshops on logical thinking
skills for academic writing since 2014. In 2023/2024, I will
continue the workshops designed for both graduate and
undergraduate students.

兼任室員 松原　茂樹
自然言語処理

デジタル図書館

情報基盤センター
学術情報開発研

究部門・教授

兼任室員 小田　昌宏
機械学習

医用画像処理

情報基盤センター
学術情報開発研
究部門・准教授

令和5年度研究開発室員の研究課題等

（１）学術データの管理・公開・利活用のための研究デー
タガバナンスの構築
（２）データリポジトリの自動生成に向けた学術論文テキ
ストの解析
（３）オープンサイエンス時代における大学図書館の在り
方の検討

（１）学術データの取扱いに関する指針を整備し、本学にお
けるデータ公開活動を促進
（２）AIの活用により機関リポジトリを拡張し、研究データの発
見可能性を向上
（３）大学図書館機能のデジタル化を前提とした新しいデジタ
ルライブラリの展開


